
一関市厳美町の地域協働体「厳し美

しの里協議会」では2023年10月下旬に

開催予定の「第16回むかさり行列」に出

演する花嫁・花婿を募集しています。む

かさり行列は1955年頃まで一関地方で

行われていた花嫁道中を再現したもの

で、2003年に伝統的な行事の継承と地

域活性化を目的に復活。詳しくは下記ま

でお問合せください。

idea
ニュースレター「イデア」

2023.８
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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ー
「
イ
デ
ア
」 おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「とめくん・パークちゃんがお出迎え」

旧町村別の人口動態等を共有します。

平
成
28
年
、
気
仙
沼
の
被

災
者
の
方
の
声
を
受
け
、
小

澤
文
夫
さ
ん
が
自
身
の
所
有

す
る
り
ん
ご
畑
を
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
と
し
て
整
備
し
た

「
留
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場(

室
根

町
折
壁
留)

」
。
１
日
２
百
円

で
利
用
可
能(

予
約
不
要)

で

す
。
小
澤
さ
ん
手
作
り
の
オ

ブ
ジ
ェ
が
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
」
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

一関市内で医療的ケアが必要な重

症心身障がい児・者と、その家族等

への理解促進や支援活動を目的に、

重度訪問介護・居宅介護などの事業

を行っている「特定非営利活動法人

奏楽のたね」では、令和５年２月より

Facebookページを開設し、同法人の

活動の様子などを発信しています。

詳しくはQRコードを読み

込むか下記までお問合

せください。

２０２３年７月７日付けで、「いちのせき
ニューツーリズム協議会」が法人化し、
「一般社団法人いちのせきニューツーリズ
ム」となりました。
同法人は、地域資源を活かした教育旅
行や着地型観光による交流人口の拡大、
それらを通した地域の活性化及び地域
社会の維持発展の実現を図ることを目的
に活動しています。
法人化後も教育旅行の受け入れを柱と
し、着地型観光の推進を図っていきます。

藤沢町黄海地域の曲田営農組合

内の女性グループ「まがれっと倶楽

部」が主催する「曲田マルシェ」が５

月から開催されています。

地元の新鮮野菜の直売、手づくり

雑貨の販売をメインに、洋服や日用

品を販売するフリーマーケットなども

開催します。詳しくは下記まで。

「千厩金管バンドクラブ」
メンバー募集中

募集
NPO法人奏楽のたね
Facebookページ開設

情報 一関・平泉
黄金の國バルーンクラブ

会員募集中！

募集

情報
「第16回むかさり行列」
花嫁・花婿募集中！

募集

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 54125 -13 24559 15

花泉 11996 -4 4720 6

川崎 3225 -3 1280 2

千厩 9833 -4 4109 -2

大東 11875 -6 4908 4

東山 5869 -14 2274 -5

室根 4361 -9 1787 -1

藤沢 7084 -26 2777 -10

一関市全体 前月比

人口 108368 -79

世帯数 46414 9

出生数 53 15

2023年７月１日付
(2023年６月30日現在
住民基本台帳より)
※外国人登録者含む

法人化のお知らせ
(旧 いちのせき

ニューツーリズム協議会)

Facebookページ：

Facebook内の検索機能で「特定非営利

活動法人 奏楽のたね」と検索

問合：０１９１-３４-４２４３

法人名：一般社団法人

いちのせきニューツーリズム

法人登記日:２０２３年７月７日

会長：後藤定幸

問合：０１９１-８２-３１１１

本誌「団体紹介」でご紹介した千厩町

の「千厩金管バンドクラブ」は、千厩町

内の各種イベントのほか、アンサンブ

ルコンテストにも参加しています。コン

テストは小学生が対象ですが、その

他の演奏の機会には保護者の参加も

大歓迎！練習の見学も可能（要事前

連絡）、楽器の貸出も行っています。

詳しくは下記までお問合せください。

「曲田マルシェ」
12月まで開催中

イベ
ント

募集対象：一関市内在住の夫婦または

婚約しているカップル

衣装代：自己負担。ただし、協議会から

半額の補助(上限２０万円)あり。

募集締切：２０２３年８月３１日(木)

問合&申込：０１９１-２９-２２０５

(一関市厳美市民センター内)

１｜二言三言｜

熱気球パイロット （後編） 千田修一さん

３｜団体紹介｜ 千厩金管バンドクラブ

５｜地域紹介｜ 第20区自治会（室根）

７｜企業紹介｜ 株式会社ヒカリ(一関)

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㊲

改めて、新型コロナ５類移行後の地域づくり

９｜センターの自由研究｜

地名の謎 調査ファイル№８「興田と沖田」

今月の表紙

明治４年、鳥海村の村社と定められた「興田神

社」。養老２年の勧請とされますが、「妙見山法

眼寺」として仏教の妙見信仰と習合されていた

歴史が長いようです。興田神社という社名も、

神仏分離令(明治元年)により改称されたもので、

それまでは「妙見社」と称されていました。さてこ

の「興田」という名称、現在は地名として存在し

ていないことをご存知でしょうか？(自由研究)

本誌「二言三言」でご紹介した千田

修一さんも所属する「一関・平泉黄金の

國バルーンクラブ」では、一緒に活動する

仲間を募集しています。

一関・平泉地域を熱気球イベントで盛り

上げることを目的に活動しており、主な活

動は、「一関・平泉バルーンフェスティバ

ル」や「熱気球教室」のサポート、「体験搭

乗（係留)イベント」の開催などです。熱気

球の知識や経験は不問。詳しくは下記ま

で。※入会は高校生以上。

年会費：

＜個人＞ ３，０００円

＜法人・団体会員＞ １０，０００円

問合：０１９１-２１-８４１３

（一関市商工労働部観光物産課内）

活動日・時間：

火・金曜日 １８時３０分～２０時

活動場所：

＜火曜日＞千厩農村勤労福祉センター

＜金曜日＞一関市奥玉市民センター

問合：０１９１-５６-２９５０

(一関市奥玉市民センター内)

日程：２０２３年８月２０日、９月１７日、

１０月１５日、１１月５日、１２月３日

※いずれも日曜日

時間：９時３０分～１２時

場所：曲田地区ふれあいセンター

駐車場

(一関市藤沢町黄海字下曲田417-18)

問合：０８０-１６９６-５８８８（担当：藤）



地域の「気になる人」を対談でご紹介

第１０８回

「
黄
金
の
國
一
関
・
平
泉
号
」
の
存
在
に
よ
り
、
当
市
で
は
目
に
す
る
機
会
が
増
え
て
き
た
熱

気
球
。
さ
ら
な
る
市
民
認
知
と
、
熱
気
球
フ
ァ
ン
獲
得
の
た
め
、
熱
気
球
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ラ
イ
セ

ン
ス(

熱
気
球
操
縦
士
技
能
証)

を
取
得
し
た
市
民
が
２
人
い
ま
す
。
現
状
で
は
金
銭
的
負
担
も
大

き
い
中
、
当
市
の
上
空
を
熱
気
球
で
自
由
飛
行
す
べ
く
、
挑
戦
を
続
け
る
２
人
に
、
挑
戦
を
決
め

た
背
景
や
、
熱
気
球
の
魅
力
・
可
能
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た(

２
回
シ
リ
ー
ズ
の
後
編)

1

小
野
寺

千
田
さ
ん
は
令
和
２
年
に

ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
て
い
ま
す
が
、

会
の
加
入
時
か
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目

指
し
て
い
た
ん
で
す
か
？

千
田

は
い
。
空
を
飛
ぶ
も
の
へ
の

興
味
は
小
さ
い
頃
か
ら
あ
っ
て
、
で

も
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
ま
ま
、
50
歳
に

な
り…

…

。
父
親
の
介
護
で
実
家
に

通
っ
て
い
た
あ
る
日
、
帰
り
道
に
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
の
競
技
飛
行
に
た
ま

た
ま
遭
遇
し
た
ん
で
す
。
空
へ
の
興

味
か
ら
、
甘
い
考
え
で
「
や
っ
て
み

た
い
な
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
の

年
の
う
ち
に
新
聞
で
会
員
募
集
の
記

事
を
見
か
け
て…

…

。

小
野
寺

現
役
で
仕
事
を
し
な
が
ら
、

よ
く
飛
び
込
み
ま
し
た
ね(

笑)

千
田

定
年
後
に
趣
味
も
な
く
家
に

ず
っ
と
い
た
父
親
を
見
て
、
同
じ
よ

う
に
30
年
間
仕
事
し
か
し
て
い
な
い

自
分
に
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
い
か
ん
」

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
あ
と
は

「
何
で
た
ま
に
し
か
飛
ば
な
い
ん
だ

ろ
う
。
も
っ
と
飛
べ
ば
良
い
の
に
」

と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
、
関
わ
っ
て
み
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

小
野
寺

定
年
後
を
見
据
え
て
、
趣

味
を
作
る
と
い
う
狙
い
で
す
か
。
で

も
正
直
、
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
に
係
る

金
額
は
趣
味
の
域
を
超
え
て
い
ま
す

よ
ね(

笑)

千
田

私
や
小
岩
さ
ん
の
よ
う
に
地

元
で
訓
練
を
せ
ず
、
渡
良
瀬
な
ど
で

訓
練
や
講
習
会
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

試
験
だ
と
、
多
額
の
費
用
が
か
か
り

ま
す
。
た
だ
、
多
く
の
ク
ラ
ブ
に
は

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
い
て
、
ク
ラ

ブ
内
で
教
え
合
え
る
の
で
、
訓
練
で

使
用
す
る
ガ
ス
代
等
、
正
味
数
万
円

で
取
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。

小
野
寺

な
る
ほ
ど
。
現
状
は
ク
ラ

ブ
内
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
い
な

い
の
で
、
費
用
が
か
さ
ん
だ
、
と
。

千
田

そ
う
、
な
の
で
、
私
の
次
の

責
務
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ

て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
育
成
す
る
こ
と
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
な
れ
ば
、
会

の
若
い
世
代
に
指
導
す
る
こ
と
が
で

き
て
、
も
っ
と
ラ
イ
セ
ン
ス
が
取
得

し
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
す
。

小
野
寺

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
要

件
と
い
う
の
は
？

千
田

自
由
飛
行
の
飛
行
経
験
が
50

時
間
以
上
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
ど
、

諸
条
件
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
ラ

イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
せ
い
で
、
取

得
後
２
年
間
は
ほ
と
ん
ど
飛
べ
て
お

ら
ず
、
３
年
目
で
よ
う
や
く
飛
び
始

め
ま
し
た
。
な
の
で
ま
だ
23
時
間
く

ら
い
で
す
。
頑
張
れ
ば
来
年
で
到
達

で
き
る
か…

…

と
い
う
数
字
で
す
。

小
野
寺

未
来
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に

と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
し
、

一
関
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
の
土
台
を

築
い
た
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
し
て
語
り
継

が
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね(

笑)

千
田

そ
も
そ
も
、
自
由
飛
行
が
し

た
く
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目
指
し
た
の

で
、
お
金
と
時
間
が
許
す
限
り
は
一

関
の
上
空
を
飛
び
た
い
ん
で
す
。
で

き
る
だ
け
一
関
の
上
空
を
飛
び
、
み

ん
な
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
と
い

う
の
も
、
私
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い

る
の
で
。
今
ま
で
誰
も
大
会
期
間
以

外
に
一
関
上
空
を
自
由
飛
行
し
て
い

な
い
ん
で
す
。

小
野
寺

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
い
な
か
っ

た
こ
と
以
外
に
、
こ
れ
ま
で
一
関
で

自
由
飛
行
を
す
る
人
が
い
な
か
っ
た

理
由
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？

千
田

一
関
は
中
規
模
の
平
野
は
至

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
が
、
広
大
な

平
野
は
少
な
い
で
す
よ
ね
。
熱
気
球

は
ハ
ン
ド
ル
も
ブ
レ
ー
キ
も
な
い
の

で
、
広
い
所
が
な
い
と
着
陸
で
き
ま

せ
ん
。
な
の
で
他
地
域
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
に
も
「
ち
ょ
っ
と
こ
こ
は
難
し
い

よ
」
と
尻
込
み
さ
れ
る
く
ら
い
、
簡

単
で
は
な
い
エ
リ
ア
で
す
。

小
野
寺

熱
気
球
の
メ
ッ
カ
に
は
向

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

千
田

そ
れ
が
、
冬
は
い
け
る
ん
で

す
よ(

笑)

一
関
の
冬
っ
て
風
が
と
て

も
穏
や
か
な
日
が
多
く
て
、
吹
雪
で

な
い
限
り
、
風
が
な
い
ん
で
す
。
そ

し
て
積
雪
量
も
少
な
い
。
熱
気
球
が

盛
ん
な
秋
田
県
の
横
手
市
は
積
雪
が

多
く
、
機
体
を
回
収
に
行
く
車
が
着

陸
地
点
に
到
達
で
き
な
い
の
で
、
冬

は
飛
べ
ま
せ
ん
。

小
野
寺

で
も
熱
気
球
の
醍
醐
味
っ

て
、
パ
ノ
ラ
マ
の
景
色
だ
と
思
う
ん

で
す
が
、
冬
だ
と
面
白
味
が
な
さ
そ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が…

…

。

千
田

い
や
、
雪
原
と
周
り
の
山
と

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
相
ま
っ
た
時
に

は
た
ま
ら
な
い
で
す
よ
。
そ
れ
に
熱

気
球
が
降
下
し
始
め
る
と
、
雪
が
下

か
ら
上
に
降
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
り
、
幻
想
的
で
、
大
好
き
で
す
。

小
野
寺

そ
れ
は
搭
乗
し
て
み
な
い

と
味
わ
え
な
い
光
景
で
す
ね
！

千
田

一
関
は
着
陸
地
へ
の
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
冬
は
風
が
な
い
こ
と

で
、
狭
く
て
も
何
と
か
着
陸
で
き
ま

す
し
、
そ
う
い
う
勘
所
が
掴
め
て
き

た
の
で
、
よ
う
や
く
他
地
域
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
も
推
奨
で
き
ま
す
。

小
野
寺

冬
の
閑
散
期
に
、
熱
気
球

が
上
手
く
さ
さ
れ
ば
面
白
い
で
す
ね
。

千
田

実
は
当
会
に
熱
気
球
を
購
入

し
て
く
れ
た
企
業
さ
ん
が
い
ま
し
て
。

係
留
体
験
や
自
由
飛
行
で
使
い
込
ん

で
欲
し
い
、
と
。
な
の
で
こ
の
冬
か

ら
は
一
関
の
上
空
を
、
そ
の
機
体
で

飛
ぶ
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

小
野
寺

ス
ポ
ン
サ
ー
で
す
ね
！
そ

れ
は
す
ご
い
。

千
田

今
の
子
ど
も
た
ち
が
中
央
に

出
た
時
、
自
分
の
田
舎
を
自
慢
し
て

欲
し
い
し
、
自
慢
で
き
る
街
で
あ
り

た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
て
。
「
う

ち
の
田
舎
、
冬
に
な
る
と
熱
気
球
が

飛
ぶ
ん
だ
ぜ
、
す
げ
ー
べ
」
っ
て
。

自
分
が
そ
う
い
う
お
国
自
慢
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
な
お
さ
ら
。

小
野
寺

市
民
に
も
「
冬
＝
熱
気
球

＝
千
田
さ
ん
」
と
い
う
認
識
が
根
付

い
た
ら
、
い
つ
か
競
技
に
出
た
時
に

盛
り
上
が
り
ま
す
ね
。

千
田

一
関
で
大
会
が
あ
る
の
に
、

一
関
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
出
な
い
の
は

寂
し
い
で
す
し
、
い
つ
か
は
競
技
に

も
挑
戦
し
た
い
で
す
ね
。

小
野
寺

熱
気
球
に
関
す
る
法
整
備

の
動
き
も
あ
る
よ
う
で
す
し
、
熱
気

球
の
注
目
は
増
し
そ
う
で
す
が
。

千
田

熱
気
球
は
航
空
機
扱
い
と

な
っ
て
し
か
る
べ
き
な
ん
で
す
が
、

他
の
航
空
機
の
よ
う
に
細
か
な
フ
ラ

イ
ト
計
画
は
作
れ
ま
せ
ん
。
決
ま
っ

た
方
向
、
時
間
、
高
さ
で
の
飛
行
は

で
き
な
い
。
そ
れ
に
、
こ
れ
ま
で
各

地
域
で
築
い
て
き
た
フ
ラ
イ
ト
エ
リ

ア
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
尊
重
す
る

よ
う
な
法
整
備
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
に

も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

２

/ 108,368

二言
三言

※

１

※５ 熱気球の扱いは世界各国で異なる。日本の「航空法」で定義される「航空機」に熱気球は含まれておらず、現状は「浮遊物」という扱い。
※６ 例えば30年以上自由飛行が行われている宮城県北エリアでは「伊豆沼の周囲は高さ○ｍ以上で飛びましょう」「○○のエリアは野鳥の会のみなさ

んが活動しているので、避けましょう」など、地域の環境や活動、暮らしと共存するために構築してきた約束ごとがあり、それらを踏まえた熱気
球の飛行が可能な領域(≒ローカルルール)

※１ 前号参照 ／ ※２ 小岩俊彦さん。前号参照 ／ ※３ 「Honda Cars 奥州」。
※４ 平成30年、熱気球の競技大会が開催されている地域から選出されている議員が中心となり「超党派スカイスポーツ推進議員連盟」が発足。

熱気球だけでなく、パラグライダー、ハンググライダー、模型飛行機など様々なスカイ競技の航空法上の定義等について、検討を行っている。

※

２

熱気球パイロット 小岩俊彦 【前編】

一
関
・
平
泉
黄
金
の
國
バ
ル
ー
ン
ク
ラ
ブ

電
話

０
１
９
１-

２
１-

８
４
１
３

(

一
関
市
観
光
物
産
課
内)

「非日常の光景」が身近にある一関へ
～市民パイロットの挑戦【後編】～

「一関・平泉 黄金の國バルーンクラブ」会員(平
成28年～市民ボランティアとして同会の活動に参
加)であり、熱気球パイロット(熱気球操縦士技能証
2220号)として「黄金の國一関・平泉号」の係留体
験時の操縦も行う。昭和40年青森県生まれ。㈱明
輝・神奈川工場に就職後、一関工場新設に伴い、当
市に定住(現在は同工場加工技術課課長)。

※

４

※

５

千田修一 【後編】
× いちのせき市民活動センター センター長小野寺浩樹

※

６

※

３



※問合せは一関市奥玉市民センターへ

TEL：0191-56-2950

写真：東北大会での演奏の様子(令和５年２月)

で
す
。

当
時
、
野
球
を
筆
頭
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
活
動
が
盛
ん
で
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、
千
厩
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が

部
員
の
減
少
に
よ
り
休
部
に
な
る
こ
と
が
決

定
。
同
ク
ラ
ブ
は
設
立
以
来
、
地
域
で
も
積

極
的
に
演
奏
を
行
い
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
伝

え
な
が
ら
、
地
域
の
活
気
を
創
る
存
在
と
し

て
期
待
さ
れ
、
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
「
地
域
の
文
化
活
動
が
下
火
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
危
惧
が
。

そ
こ
で
浮
上
し
た
の
が
、
奥
玉
小
学
校
改

築
の
た
め
に
集
ま
っ
た
寄
付
金
の
残
金
で
楽

器
を
購
入
し
、
奥
玉
小
学
校
で
金
管
演
奏
に

取
り
組
む
と
い
う
案
。
金
管
楽
器
は
小
学
生

に
は
難
し
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

当
時
盛
ん
だ
っ
た
野
球
等
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ

は
、
雨
天
時
の
活
動
が
で
き
な
い
な
ど
の
課

題
が
あ
り
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
練
習
が

可
能
な
文
化
活
動
と
し
て
、
小
学
５
・
６
年

生
を
対
象
と
し
た
金
管
バ
ン
ド
を
ク
ラ
ブ
化

し
よ
う
と
い
う
運
び
に
。

小
学
５
・
６
年
生
全
員(

当
時
28
人)

に
行

き
渡
る
よ
う
に
楽
器
を
購
入
し
、
金
管
バ
ン

ド
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
る
と
、
音
楽
の
時
間

な
ど
で
も
金
管
楽
器
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
奥
玉
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

金
管
楽
器
が
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
す
。

当
時
は
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
は
出
場
せ
ず
、

「
ど
ん
な
子
も
楽
し
め
る
音
楽
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
応
援
な
ど
で
も

演
奏
し
、
選
手
を
元
気
づ
け
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
人
々
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら
、
定
期
演
奏
会
も
開
催
。
そ
の
ほ
か
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
様
々
な
演
奏
依
頼
も

あ
り
、
本
格
的
な
ス
テ
ー
ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
信

を
つ
け
、
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
は
た
っ
た
１
名
で
の
活
動
で
す
が
、

毎
週
土
曜
日
に
室
根
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
と

合
同
の
練
習
会
を
実
施
。
「
単
独
で
の
大
会

参
加
は
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

他
団
体
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
一
緒
に
演
奏
で

き
て
い
ま
す
。
東
北
大
会
を
経
て
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
の
火
を
絶

や
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
地
域
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
地
域
の
人
に

も
演
奏
を
聴
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
連

携
・
応
援
し
て
く
れ
る
各
種
関
係
者
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

少
人
数
の
バ
ン
ド
編
成
は
、
各
奏
者
の
音

色
や
パ
ー
ト
が
明
瞭
か
つ
鮮
明
に
聞
こ
え
、

透
明
感
の
あ
る
サ
ウ
ン
ド
を
生
み
出
し
ま
す
。

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
結
果
を
出
し

て
き
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
努
力
や
成

長
の
証
で
あ
り
、
音
楽
的
な
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
る
だ
け
で
な
く
、
「
地
域
と
の
連
携
の

大
切
さ
」
を
も
学
ぶ
場
と
し
て
、
同
会
の
役

割
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
こ
そ
必
要
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

武者友美さん

愛結さんの母。自身も

吹奏楽経験者で、「や

るときはまじめに、楽

しむときは楽しむ」が

モットー。メリハリを

もった練習を心がけて

います。

武者愛結さん

千厩小学校の５年生。

東北大会に出て、自分

の音楽について考える

ように。来年１年生に

なる妹の入団を心待ち

にしています。

令
和
５
年
１
月
、
多
く
の
注
目
を
あ

び
た
千
厩
金
管
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
。
「
第

43
回
岩
手
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
三
重
奏
で
金
賞

に
輝
き
、
２
月
に
は
「
第
50
回
東
北
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
進
出
！

多
く
の
住
民
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
３
月
に
６
年
生
２
人
が
卒

業
し
、
現
在
は
奏
者
が
１
名
の
み
に
。

唯
一
の
奏
者
で
あ
る
小
学
５
年
生
の
武

者
愛
結
さ
ん
は
「
吹
く
こ
と
が
難
し
い

と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
う
」
と

前
置
き
し
つ
つ
も
「
練
習
を
重
ね
て
音

が
出
た
時
の
感
動
は
何
物
に
も
か
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
感
動
が
あ
る
」
と
活

動
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

昨
年
卒
業
し
た
お
姉
さ
ん
の
影
響
で

同
会
に
参
加
し
た
愛
結
さ
ん
。
最
初
は

打
楽
器
な
ど
で
音
楽
に
親
し
み
、
徐
々

に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
練
習
を
開
始
し
ま

し
た
。
東
北
大
会
で
同
世
代
の
演
奏
を

聴
き
刺
激
を
も
ら
っ
た
と
言
い
、
「
今

は
一
人
だ
け
ど
、
み
ん
な
に
聞
い
て
も

ら
い
、
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
、

練
習
を
重
ね
て
臨
ん
だ
東
北
大
会
の
舞

台
へ
思
い
を
募
ら
せ
ま
す
。
来
年
度
は

妹
が
入
会
予
定
の
た
め
、
２
人
で
演
奏

す
る
日
が
楽
し
み
な
の
だ
と
か
。

愛
結
さ
ん
の
母
親
で
、
同
会
代
表
の

武
者
友
美
さ
ん
は
「
金
管
と
い
う
と

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
楽
器
も
貸
し
出
し
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
練
習
や
演
奏
を
見
に
来
て
、

体
験
し
て
ほ
し
い
」
と
、
会
員
募
集
へ

の
熱
い
想
い
を
語
り
ま
す
。

定
例
の
練
習
日
に
は
、
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
楽
器
を
演
奏
し
た
り
、
音
楽
の

楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置

く
こ
と
で
、
小
学
生
に
音
楽
の
楽
し
さ

や
魅
力
を
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。同

会
の
前
身
は
「
奥
玉
小
学
校
金
管

バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
」
。
昭
和
62
年
、
奥
玉

小
学
校
の
校
舎
改
築
に
あ
た
り
、
奥
玉

地
域
住
民
か
ら
寄
付
を
受
け
付
け
ま
し

た
。
そ
の
寄
付
金
の
残
金
で
金
管
楽
器

を
購
入
し
た
こ
と
が
、
全
て
の
始
ま
り

３４

団体
紹介千厩金管バンドクラブ

昭和62年「奥玉小学校金管バンドクラ

ブ」として活動開始。平成30年、新千厩小

学校の誕生により、名称変更。毎週火曜、

金曜日の18時30分～20時が定例練習日。現

在奏者は１名のみ(会員募集中/小学１年生

から入会可)。

地
域
を
盛
り
上
げ
、
地
域
に
支
え
ら
れ

音
楽
活
動
の
種
を
ま
く

- Photo gallery -gallery -

地
域
の
応
援
を
受
け
て

一
関
市
奥
玉
市
民
セ
ン
タ
ー

に
掲
示
さ
れ
て
い
る
同
会
の

活
動
の
様
子
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
。
奥
玉
振
興
協
議

会
は
応
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

思
い
出
の
詰
ま
っ
た
楽
器

「
奥
玉
小
学
校
平
成
19
年
購

入
」
と
い
う
シ
ー
ル
が
張
ら

れ
た
楽
器
。
奥
玉
小
学
校
閉

校
後
は
、
同
会
が
楽
器
を
管

理
し
て
い
ま
す
。

定
例
練
習

毎
週
火
曜
日
は
千
厩
農
村
勤

労
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
金
曜

日
は
一
関
市
奥
玉
市
民
セ
ン

タ
ー
で
練
習
中
。
楽
器
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

東
北
大
会
出
場
メ
ン
バ
ー

同
会
史
上
初
の
快
挙
と
な
っ

た
東
北
大
会
出
場
。
卒
業
し

た
２
人
は
今
も
千
厩
中
学
校

の
吹
奏
楽
で
音
楽
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

Ｑ.あなたにとって「金管バンド」とは？

唯一の奏者 代表

千厩金管バンドクラブ

仲
間
と
演
奏
で
き
る
幸
せ
を

感
じ
な
が
ら

むしゃ まゆ むしゃ ともみ

Ａ.繋ぐもの♪Ａ.生活の一つ

知
ら
れ
ざ
る
同
会
結
成
に
つ
な

が
る
ヒ
ス
ト
リ
ー



月
中
旬
に
開
催
さ
れ
る
同
自
治
会
の
メ
イ
ン

行
事
で
、
農
家
組
合
と
共
催
で
す
。
集
落
住

民
が
自
慢
の
農
産
物
を
出
品
し
、
審
査
員(

Ｊ

Ａ
に
依
頼)

に
よ
る
審
査
で
各
種
賞
が
選
ば
れ

る
の
で
す
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が
課
題
作
品
に

設
定
さ
れ
て
い
る
の
が
同
自
治
会
の
特
徴
。

毎
年
全
戸
に
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
を
10
本
ず
つ
配

布
す
る
た
め
、
多
く
の
世
帯
が
出
品
し
ま
す
。

課
題
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ほ
か
、
大
根
、
白

菜
、
里
芋
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ
ン
ニ
ク
等
々
、

様
々
な
農
産
品
が
出
品
さ
れ
、
審
査
後
は
即

売
会
を
実
施
。
副
自
治
会
長
の
三
浦
稔
さ
ん

は
「
約
１
０
０
点
が
並
び
ま
す
が
、
全
部
売

り
切
れ
ち
ゃ
い
ま
す
。
収
穫
祭
は
本
当
に
面

白
い
で
す
よ
」
と
、
ニ
コ
リ
。
90
代
の
方
も

出
品
し
て
い
る
と
言
う
の
で
驚
き
で
す
。

課
題
作
品
に
は
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
と
い

う
賞
が
設
け
ら
れ
、
中
山
間
組
織
か
ら
副
賞

と
し
て
手
打
ち
の
鍬
が
贈
ら
れ
る
な
ど
、
住

民
の
励
み
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

同
様
に
、
地
域
生
活
の
励
み
と
言
え
る
の

が
「
お
さ
な
ぶ
り
会
」
や
「
新
年
会
」
、
そ

し
て
県
道
草
刈
り
の
受
託
費
を
積
み
立
て
て

実
施
す
る
「
お
出
か
け
」
で
す
。
集
落
内
に

有
志
で
結
成
す
る
旅
行
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
ほ

ど
「
お
出
か
け
」
が
大
好
き
な
同
自
治
会
の

み
な
さ
ん
。
新
年
会
や
お
さ
な
ぶ
り
会
は
気

仙
沼
市
や
県
内
の
温
泉
施
設
が
多
い
一
方
、

約
７
㎞
を
受
託
す
る
県
道
草
刈
り
の
ご
褒
美

は
、
２
年
に
一
度
の
一
泊
旅
行
！
10
年
以
上

続
け
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
に
は
「
第
20
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
を
開
設
。
年
４
～
６
回
の
自
主
活
動
に

加
え
、
自
治
会
等
と
の
事
業
連
携
を
行
い
ま

す
が
、
特
筆
す
べ
き
は
男
性
会
員
の
多
さ
。

自
治
会
役
員
を
引
退
し
た
世
代
が
入
り
や
す

い
体
制
・
内
容
に
し
た
こ
と
で
、
20
人
以
上

の
登
録
者
で
、
移
動
教
室
や
料
理
教
室
、
健

康
講
座
な
ど
、
毎
回
異
な
る
メ
ニ
ュ
ー
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

令
和
４
年
に
も
新
規
事
業
と
し
て
「
３
Ｒ

運
動
」
を
開
始
。
千
代
ヶ
原
会
館
の
敷
地
内

と
、
中
之
倉
住
民
の
私
有
地
の
２
か
所
に
集

積
所
を
設
置
し
、
環
境
保
全
効
果
と
自
主
財

源
の
確
保
を
目
指
し
て
空
き
缶
回
収
に
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。

年
々
人
口
は
減
り
、
空
き
家
問
題
も
抱
え

る
同
集
落
で
す
が
、
お
盆
時
期
に
は
「
20
区

夏
祭
り
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
津
谷
川
地
区

体
育
協
会
主
催
の
「
津
谷
川
地
区
野
球
大

会
」
に
も
参
加
し
、
帰
省
者
と
の
交
流
機
会

を
持
ち
続
け
て
き
た
こ
と
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
者

も
い
ま
す
。
４
年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
稔
さ

ん
も
そ
の
一
人
で
、
「
盆
・
正
月
等
に
帰
っ

て
来
て
は
交
流
し
て
い
た
の
で
、
す
ん
な
り

と
自
治
会
活
動
に
参
加
で
き
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

「
地
域
見
守
り
活
動
」
と
し
て
、
共
助
活

動
の
推
進
に
も
取
り
組
み
始
め
た
同
自
治
会
。

各
種
交
流
で
築
い
て
き
た
「
顔
の
見
え
る
関

係
性
」
を
基
盤
に
、
「
千
代
に
八
千
代
に
」

歴
史
・
未
来
を
紡
い
で
い
き
ま
す
。

宮
城
県
気
仙
沼
市
本
吉
町
と
の
県
境

に
位
置
し
、
住
民
の
７
割
以
上
が
本
吉

町
を
生
活
圏
と
し
て
い
る
室
根
第
20
区

自
治
会
。
集
落
内
に
は
現
当
主
で
19
代

目
の
家
や
、
製
鉄
業
で
財
を
成
し
た
祖

先
が
い
る
家
も
あ
り
、
集
落
の
ル
ー
ツ

は
金
鉱
山
や
製
鉄(

烔
屋)

関
係
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

中
で
も
通
称
「
中
之
倉
」
と
呼
ば
れ

る
横
沢
川(
小
字
名)

に
は
、
坑
道
跡
が

複
数
残
り
、
そ
の
通
称
の
由
来
も
仙
台

藩
中
之
倉
に
金
を
納
め
た
こ
と
に
よ
る

の
だ
と
か
。
そ
の
他
、
た
た
ら
製
鉄
の

名
残
が
あ
る
家
も
。

こ
の
中
之
倉
と
、
上
・
下
か
ら
な
る

千
代
ヶ
原
と
で
大
き
く
分
か
れ
る
同
集

落
で
す
が
、
そ
の
距
離
は
３
㎞
以
上
。

「
共
に
集
落
活
動
を
行
う
上
で
、
こ
の

距
離
は
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
一
つ
の

課
題
」
と
、
自
治
会
長
の
三
浦
正
勝
さ

ん
は
集
落
運
営
の
難
し
さ
を
述
べ
つ
つ
、

「
そ
れ
で
も
み
な
さ
ん
協
力
的
で
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
合
わ
な
い
と
地
域
機

能
が
維
持
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
本

能
的
に
わ
か
っ
て
る
ん
で
す
よ
」
と
微

笑
み
ま
す
。

そ
ん
な
三
浦
さ
ん
が
自
治
会
長
就
任

後
に
発
行
し
始
め
た
「
自
治
会
か
わ
ら

版
」
に
は
、
集
落
住
民
の
ル
ー
ツ
や
金

鉱
の
歴
史
、
屋
号
の
紹
介
な
ど
、
集
落

に
関
す
る
コ
ラ
ム
欄
が
充
実
し
て
お
り
、

中
之
倉
・
千
代
ヶ
原
と
も
に
バ
ラ
ン
ス

良
く
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
地
理
的
な
隔
た

り
を
埋
め
、
互
い
に
関
心
を
持
ち
合
う

た
め
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
集
落
に
待
望
の
会
館(

千
代
ヶ
原
地

区
会
館
／
中
之
倉
集
会
所)

が
建
設
さ
れ

た
の
は
昭
和
55
年
。
そ
の
数
年
後
に
自

治
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
会
は
当
時
の
室
根
村
が
推
奨
し

て
い
た
部
会
制
を
と
り
、
６
部
会
制
で

す
が
、
既
存
組
織
を
包
含
す
る
よ
う
な

組
織
体
制
の
た
め
、
実
際
の
活
動
は
集

落
内
の
各
種
団
体
が
連
携
し
合
っ
て
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
発
足
当
初
か
ら
現
在
ま
で
続

け
て
い
る
の
が
「
20
区
収
穫
祭
」
。
11

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長

三浦 正勝さん

２期３年目。行政職員

時代にも自治会活動に

は携わり続け、現在は

自治会連絡協議会の会

長として「室根まちづ

くり協議会」の副会長

も担っています。

三浦 稔さん

１期１年目。４年前に

Ｕターンし、総務部長

を経て現職へ。「第20

区ふれあいサロン会」

の副会長も兼務してい

ます。

第20区自治会

５６

人
・
土
地
・
暮
ら
し
に
関
心
を
持
ち
合
っ
て

金
鉱
山
を
由
来
と
す
る
２
つ

の
小
さ
な
集
落

- Photo gallery -gallery -

長
～
い
花
壇
で
彩
り
を

一
度
途
絶
え
た
花
壇
整
備
も

令
和
３
年
度
か
ら
復
活
。
住

民
有
志
が
苗
づ
く
り
か
ら
行

い
、
サ
ロ
ン
会
員
な
ど
と
協

力
し
て
定
植
し
ま
し
た
。

男
女
の
隔
て
な
く

令
和
３
年
に
開
始
し
た
サ
ロ

ン
活
動
。
今
年
は
集
落
に
嫁

い
だ
中
国
出
身
の
方
を
講
師

に
餃
子
作
り
に
も
挑
戦
予
定

(
写
真
は
そ
ば
打
ち
教
室)

。

約
40
年
続
く
「
収
穫
祭
」

励
み
に
し
て
い
る
人
も
多
い

た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
開
催

を
続
け
た
収
穫
祭(

食
事
会
は

自
粛)

。
入
賞
者
は
表
彰
し
、

自
治
会
報
で
も
紹
介
し
ま
す
。

か
つ
か
の
棲
む
里

平
成
５
年
か
ら
８
年
頃
ま
で
、

集
落
内
を
流
れ
る
津
谷
川
の

清
流
化
に
挑
戦
。
若
者
中
心

に
「
か
つ
か(

カ
ジ
カ)

」
の

保
護
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

地域
紹介

第20区自治会

行政区は室根20区で、上千代ヶ原、下千

代ヶ原、横沢川の３小字からなる。33世帯

(現住世帯29／６班体制)、約80人が暮らし、

６部会制(総務、産業、環境衛生、福祉、女

性、文化体育)。「千代ヶ原」の由来は不明

とされているが、仙台藩に金等を納めていた

歴史があり、「仙台」の旧字「先代」に由来

する可能性も。

各
種
団
体
の
連
携
で

「
生
き
が
い
」
を
つ
く
る

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
、

参
加
し
や
す
い
仕
組
み
を

みうら まさかつ みうら みのる

Ａ.寝ていて
人を起こすことなかれ

Ａ.和

左の写真：会館の屋根補修作業の様子(令和２年)

自治会副会長

室根



外
国
人
雇
用
は
、
①
技
能
実
習
生
、
②

外
国
人
特
定
技
能
、
③
留
学
生
、
④
技

術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
、
⑤
身
分
に

基
づ
い
た
残
留
資
格(

永
住
、
定
住
、
日

本
人
配
偶
者
等)

の
５
つ
に
大
分
さ
れ
、

こ
の
う
ち
、
②
と
④
に
関
す
る
受
け
入
れ

(

企
業
・
労
働
者
双
方)

と
、
実
習
生
の
生

活
面(

住
ま
い
、
通
院
、
契
約
等)

を
含
め

た
総
合
支
援
を
行
う
の
が
「
株
式
会
社
ヒ

カ
リ
」
で
す
。

代
表
取
締
役
で
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
グ
エ

ン

コ
ン

フ
ィ
ン
さ
ん
も
平
成
23
年
に
技

能
実
習
生
と
し
て
来
日
。
留
学
生
と
し
て

日
本
に
残
留
す
る
と
、
学
ん
だ
知
識
を
自

国
貢
献
す
べ
く
一
時
帰
国
し
た
も
の
の
、

平
成
28
年
か
ら
技
能
実
習
生
監
理
団
体
組

合(

兵
庫
県
神
戸
市)

の
職
員
と
な
り
、
東

北
エ
リ
ア
担
当
と
し
て
一
関
市
を
メ
イ
ン

に
制
度
を
活
用
す
る
企
業
や
実
習
生
の
総

合
支
援
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

「
日
本
企
業
と
実
習
生(

以
下
、
労
働

者)

の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
や
不

安
」
に
も
対
応
し
て
き
た
フ
ィ
ン
さ
ん
は
、

組
合
職
員
と
し
て
月
数
回
の
来
県
支
援
を

し
な
が
ら
「
も
っ
と
身
近
で
一
人
一
人
に

寄
り
添
っ
た
支
援
が
で
き
な
い
か
」
と
模

索
し
始
め
ま
す
。

当
時
、
当
市
は
東
北
エ
リ
ア
で
最
も
労

働
者
が
多
く
、
「
受
け
入
れ
の
機
運
は
あ

る
も
の
の
、
企
業
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
外

国
人
労
働
者
採
用
へ
の
不
安
が
。
特
に
日

本
語
で
の
日
常
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

企
業
に
よ
っ
て
は
専
門
用
語
も
多
く
飛
び

交
い
、
理
解
不
足
に
よ
り
挫
折
す
る
場
合

も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
」
と
振
り
返
り
、

「
ち
ょ
っ
と
し
た
す
れ
違
い
か
ら
孤
独
へ

と
つ
な
が
り
、
労
働
者
は
不
安
を
募
ら
せ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
」
と
続
け
ま
す
。

こ
の
現
状
を
自
身
の
経
験
に
置
き
換
え
、

「
本
来
自
分
が
思
い
描
い
た
使
命
」
の
具

現
化
と
し
て
、
当
市
内
に
「
外
国
人
労
働

者
支
援
事
業
」
を
起
業
し
た
の
で
す
。

企
業
が
求
め
る
の
は
「
日
本
語
を
あ
る

程
度
理
解
で
き
、
継
続
し
て
勤
務
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
材
」
。
会
社
に
配
属
さ
れ

る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
「
配
属
後

の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
が
最
も
大
切
」
と
フ
ィ

ン
さ
ん
。
言
葉
や
文
化
の
壁
が
ト
ラ
ブ
ル

に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
、
「
互
い
の

理
解
に
は
正
確
な
通
訳
を
必
要
と
す
る
場

合
も
あ
る
」
と
そ
の
ニ
ー
ズ
を
語
り
ま
す
。

起
業
し
た
直
後
に
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、

急
務
と
さ
れ
た
の
が
、
病
気
な
ど
へ
の
対

応
。
組
合
を
通
す
雇
用
の
場
合
、
緊
急
対

応
が
難
し
い
の
に
対
し
、
同
社
は
す
ぐ
に

対
応
が
可
能
な
た
め
、
企
業
も
労
働
者
も

安
心
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
労
働
者
と
雇
用
先
と
の
意
見
交

換
の
場
や
、
外
国
人
労
働
者
同
士
が
課
題

を
共
有
し
合
う
場
な
ど
、
「
交
流
」
の
機

会
を
設
け
る
こ
と
に
も
尽
力
。
市
の
国
際

交
流
協
会
と
連
携
し
、
多
国
籍
の
交
流
の

場
に
発
展
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
当
市
在
住
の
約
７
０
０
人
の
外

国
人
労
働
者
の
内
、
同
社
が
支
援
し
て
い

る
の
は
ベ
ト
ナ
ム
人
40
名
。
「
労
働
者
不

足
は
大
き
な
課
題
。
外
国
人
労
働
者
と
企

業
が
信
頼
し
合
い
、
『
一
緒
に
働
く
』
こ

と
が
当
た
り
前
の
世
の
中
に
な
っ
て
い
く
。

言
語
も
文
化
も
、
良
い
部
分
を
尊
重
し
な

が
ら
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
、
今
後
も
労
働
者
と
企
業
双
方

に
「
光
」
を
届
け
ま
す
。

７

企業
紹介

一関

面談を通した外国人労働者の不安解消や外国人労働者の日常支援、外国人労

働者同士や企業との交流会の開催など、「外国人労働者支援事業」のほか、

「有料職業紹介事業(市や企業との情報交換、企業が求める人材の把握・ヒアリ

ング、求人票作成、通訳支援など)」、製造業(エンジニアの直接雇用)を手掛け

る「株式会社ヒカリ」は令和元年に起業。

企業名の「ヒカリ」には、起業と共に誕生した第一子の「クアン＝光(中国漢

字名)」と、「光り、輝く、(道を)照らし出す、いつでも明るく」という労働者

への願いが掛け合わされており、企業とベトナム人それぞれの不安解消と人材

育成の「かけはし」を目指しています。

企業と外国人労働者が「信頼し合える」サポートを

自
身
の
経
験
を
生
か
し
て

１

定期的に開催する企業と労働者の
面談(直接意見交換を行う場)。

DATA

〒021-0041
一関市赤萩字亀田172番地１
TEL 0191-48-4531
FAX 0191-48-4532

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士
第53話

今月のテーマ

国際交流に通じるイベントなどに
も参加(令和４年度)。

代表取締役 NGUYEN CONG
HUYNHさん。

‘振り返りチャンス期間’ を 振り返り、‘原点’を振り返る。

地域企業の理念にせまります。

８

大
事
な
の
は
企
業
配
属
後
の
き
め

細
や
か
な
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

地域運営の落とし穴

改めて、新型コロナ
5類移行後の地域づくり

２

３

３7

株式会社ヒカリ

新型コロナウィルス感染症が、令和５年５月８日から感染症法上の「５類感染症」に位置付けされ、概ねこれ

までの日常生活が戻ってきました。もちろん感染症が収束した訳ではないので、引き続き基本的な感染対策は講

じていくのですが、その判断は個人に委ねられ、事業をする側としては、感染対策に関する各種負担が軽減され

ました。

これまでは自粛されていた懇親行事も堂々とできるようになり、まちや社会の雰囲気は、明るくなったように

感じます。一関市では、５月27日に「TGC teen ICHINOSEKI 2023」及び「TGC teen ICHINOSEKI FES 2023(屋外

イベント)」が開催され、チケット来場者3600人、屋外イベント来場者11000人と、５類移行後すぐの大規模イベ

ントは、たくさんの笑顔で輝いていました(準備期間の半年間は、大変でしたが……)。

社会が明るくなった半面、「コロナ禍の３年間について『振り返り』をしたか？」という疑問も。５類に移行

したことで、できることが増えた(正確には、元に戻った)半面、いままで負担だと感じていた会議や事業が復活

するということにもなり、不満の声が出てくる可能性も。また、コロナ禍の３年間で何もできなかった＝未経験

の３年間は、‘経験者を生まなかった３年間’でもあり、経験者も３歳、年を重ねているということです。

afterコロナで‘何でもできるようになった’と思いきや、‘やりたくてもやれない状況になった’という面も

あるのです。

コロナ禍で動けない時期だからこそ、withコロナやafterコロナに備えて、「見直し」をするチャンスがあっ

たにも関わらず、「見直し」を行わなかった地域や団体の方もいるのでは？(本誌2021年３月号「博識杜のフク

ロウ博士第24話「コロナ禍における地域運営」参照)

５月の総会シーズンから地域を見ていると、今年度の事業数はここ３年よりも増えています。事業を増やした

と言うよりも、中止にしていたものを再開しただけだったりしますが、なぜか「本当にやれるのか？」と不安視

する声も……。それは、上述したように、「未経験者の増加」と「経験者の高齢化」が背景です。たった３年で

すが、その代償は大きいのです。

よって、事業として計画はするものの、‘無理をしない程度にやる’という状況判断を取りれながら、事業を

実施するという地域・団体も多いようです(もちろん「afterコロナの様子見」という側面もあります)。

夏祭りや秋祭りなど、イベントシーズンに突入していますが、「祭り」は、「地域文化の継承と交流を生む機

会」であることから、実は重要な役割を担っています。ぜひ頑張っていただきたいのですが、その代わり、人が

多かった時代に創った事業(内容)も多いことから、同時進行で「見直し作業」を行うことをオススメします。

「見直し」のススメについては過去に何度か掲載していますが、‘負担’を中心に考えて見直すのではなく、

‘必要性’を中心に考えなければいけません。大変だから……という言葉は沢山聞きますが、「始まった経緯」

や「目的」を忘れている場合も多々あります。負担があることは否めませんが、「目的」を知ってみると、無く

してはいけないことだと気づいたり、「やり方・仕組み」を変えることで現代風になったり、改善策はあります。

地域にある「役」や「行事(事業)」は、過去の先輩たちが、

「地域の支え合い」のために生み出したものであり、「よく考え

られているなぁ」と感心させられることがあります。無くしてみ

ないと、その恩恵や意味が分からないようなものも多いですが、

単純に無くしてしまえば、住民や行政との関係が希薄になる可能

性が高く、「自治」とは言えません。

「会議」も同様に、コロナ禍で、‘開催しなくても問題のない

会議’と‘どんな状況下でも必要な会議’の明暗が分かれたよう

に感じています。改めて会議開催の「目的」や「進め方」を考え、

限りある資源(時間・人)の無駄遣いを避けましょう。

すべては、‘安心して安全に暮らし続けるため’なのですから。

北上川流域の某地区で、コロナ禍に開催された「有
事の際の各組織の動き」を見直すワークショップ。
築堤で水害等が減り、自衛組織の役割が不明確にな
りつつありましたが、整理していくと「災害が減っ
たからこそ、平常時の活動に意味がある」という気
づきに。コロナ禍を有効に使いました。
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３
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ら
馴
染
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あ
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地

名
と
言
え
ま
す
。

で
は
な
ぜ
、
歴
史
あ
る
「
興
田
」
が
地

名(

住
所)

と
し
て
残
ら
な
か
っ
た
の
か
？

調
査
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め
る
と
、
明
治
に
入
り
様
々
な

法
整
備
の
中
で
、
地
方
自
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の
た
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去
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地
名
表
記
上
は
「
興
田
」
を
失
く
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
も
の
の(

そ
の
詳
細
は

左
頁)
、
「
興
田
村
」
や
「
興
田
保
」
時

代
に
培
っ
た
基
盤
が
多
々
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
も
「
興
田
」
は
、
旧
４
か
村
の

総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。

センターの
自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッション
79

大東町の「おきた」という地名を聞くと「興田」という漢字を思い浮かべる人が多
いのではないでしょうか。しかし、実は「興田」という地名は現在は存在せず、地名
として存在するのは「沖田」です。当地域における「大字」の多くは昭和の大合併直
前に存在した村名であり、大東町の誕生前の村名は「興田村」だったので、大字名と
して「興田」が残っていると思われがちです。なぜ「興田」が地名として残らなかっ
たのか、その経緯を調査しました。 ※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

■
昭
和
30
年
に
消
え
た
「
興
田
」

「興田」「沖田」それぞれの歴史を辿っていくと、「沖田」に
該当する「築館村」「天狗田村」に関しては、明治～現在までに
４回もの合併が行われています。それらを踏まえると「興田」を
地名から失くせざるを得なかった背景が見えてきました。
※あくまでも憶測。関係機関にもヒアリングしましたが、正式な
記録などはなく、正解は不明です。

＜参考文献＞ 誌面では割愛させていただき、
当センターホームページに掲載します。10

■
「
帰
属
意
識
」
は
「
興
田
」

「興田」と「沖田」の
関係性を深掘りしてみた

中川村 鳥海村 築館村 天狗田村

▶風土記等記載の家数(水呑百姓含め)

▼関連法など
248戸

(安永風土記)
173戸

(封内風土記)
154戸

(安永風土記)
64戸

(安永風土記)

明治

4
廃藩置県

「戸籍法」制定

6 「地租改正法」交付

８ 水沢県による村落統合
合併

→「沖田村」誕生

22 「市制・町村制」施行
合併→「興田村」誕生
中川、鳥海、沖田は「大字」へ

昭和

27 「地方自治法」改正

28
「町村合併促進法」施行

※３年間の限時法
30

大原町、渋民村、猿沢村、摺沢町と合併し、
「大東町」の誕生 (中川、鳥海、沖田の３大字は同町の大字に継承)

36
大東町で

「行政区設置条例」議決
大原６→20、摺沢５→20(現在は21)、
興田７→18(現在は21)、猿沢４→13、渋民４→13へ

平成
16 いわゆる合併三法成立

17 一関市と合併

９

11月に「一関県」誕生、直後(12月)に「水沢県」へ(同８年11月には「磐井県」に)。

自然発生的町村の区域とは別に、戸籍事務の便宜に従った行政区画が定められる。

土地の所有権を公認し、課税するもの。明治８年～14年頃まで本格的に進められる。

水沢県では村ごとに小地名
を整理し「字地」を決めた。 地租改正の際、

境界が不分明(入
会地など)で、田
畑・山林が入り
混じっている村
は合併しても良
いと指示が出た
府県もあったら
しく、水沢県で
も同様だったの
ではないかと推
測。

明治初頭はまだ自然
発生的町村であり、
県域はおろか、村域
も明確ではなかった

１町村300～500戸が基
準とされ、単村では
達しなかったため、
合併したものと推測。
※この時、曽慶村と
渋民村も合併し「渋
民村」が誕生。曽慶、
渋民は「大字」へ。

地方公共団体(市町村)の規模の適正化に関する規定が設けられる

戦後の地方自治の強化が目的。

この時、旧村名が大字(大東町○○)になったの
は大原、摺沢、猿沢。渋民村と興田村は、各村
の大字(渋民村＝渋民・曽慶、興田村＝沖田・中川・

鳥海)を継承したため、「興田」が大字名として
地名に残らなかった！

行政区名にも「沖田」「下沖田」、
「鳥海」「中川(上・下)」のほか、
「天狗田(下)」が存在。

すでに合併を経験し、大字を持っている興田村と渋民村の場合、大原などと揃えようとすると「大東町興田字沖田八日町」や
「大東町渋民字渋民伊勢堂」のように、かなり‘くどい’住所になってしまうものね。

▲村域はこの通りではないと思われる
が、少なくとも江戸期には９村が存在。

▲「地租改正法」交付の関係で、築館
村と天狗田村が合併し「沖田村」誕生。

▲「市制・町村制」の施行により、
「興田村」と「渋民村」が誕生。

▲「大東町」への合併と「一関市」の
誕生を経た、現在の「大字」。

写真左下標識の「興田」が指すのは、旧興田村エリア全般であり、右下の
標識に書かれた「沖田」は、大字沖田への道という意味だね。

【使い分けの基本 (例外あり)】

沖田＝53の小字を束ねた大字名（具体的かつ現存する地名・住所）
興田＝旧興田村(沖田含む)村域であり、共助（地域コミュニティ）母体

現在、地名として存在するのは「沖田」で、ゼンリン地図を見ると大字沖田には53
の小字が存在。この53小字の地名や、大字沖田をピンポイントで指す標識や構造物(橋
など)には「沖田」の字が使われます。
また、旧興田村域には、現在21行政区・18自治会が存在しますが、これらの帰属先

は「興田」というコミュニティであり、「興田地区振興会」のように、旧興田村エリ
アを包括する組織名には「興田」が使われます。
「興田神社」「興田川」のように、「興田保」時代に通じるような歴史あるものに

も「興田」が使用されています。※興田神社は鳥海村エリア。
大東地域の各市民センターに使い分けについてヒアリングしたところ、やはり上記

のような使い分けをしているようです(むしろ興田市民センター以外は「沖田」を使う
ことはほぼないので、使い分けを意識することもあまりない)。ちなみに、明治34年に

八日町(沖田地内)に開局した「沖田郵便局」が大正４年に「興田郵便局」に改
称されるなど、沖田/興田を巡る物語は、各方面にありそうです(笑)

約80年間で４回の合併！
その流れと背景

「興田村」は当初「海川田村」という村名になる予定だったけど(１日だけなったとい
う説も)、結果的に「興田保」に由来する「興田村」にしたんだって！

旧大東町
エリア

旧興田村に
関する歴史

(1500～1600人規模の村が
4800人弱の村へ)


